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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和7年度

事務事業名 議員活動経費 事業期間 昭和 年度

担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⾧名 出見　秀人

基本事業 議員活動への支援

事業概要・目的

議員報酬等及び議員の公務のための旅行に際し旅費を支給する。
議会基本条例に基づき、市政の発展及び行政経営の適正化に寄与するため、議員が市民の代表者として市民
意識の市政への反映に努めるとともに、各種の視察や調査により審査・法制能力を高め、公正、公平な審議を行
うことを目的とする。

事業の対象者 佐賀市民、佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第89条、第91条、第100条

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

387,724

　　事業費総額 393,024 384,246 399,912 396,394 387,724
うち佐賀市の
負担額

393,024 384,246 399,912 396,394

活動実績① 単位

一般質問を行った議員の比率 ％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

83 76 80 76 68

7 10 12

・令和6年度は、国スポ・全障スポ開催日程の都合で、6月定例会閉会から8月定例会開会までの期間を短くするなど、柔軟な対応
が求められた。そのため、8月定例会での一般質問の件数自体は減少したが、他の定例会では概ね例年どおりの件数であり、一般質
問の場を通して市民の声が市政に届けられていると考えられる。今後も引き続き高い水準で推移することが見込まれる。
・議員の調査研究や政策立案のモチベーションは依然として高く、他市等視察調査実施回数については今後も同様の水準を維持す
る見込みである。

各種委員会の他市等視察調査の実施回数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2 1

活動実績② 単位
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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

　

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和7年度

事務事業名 議会運営事務 事業期間 昭和 年度

担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⾧名 出見　秀人

基本事業 議会活動への支援

事業概要・目的
議会が議事機関としての機能を十分に発揮するため、開催される本会議、常任委員会等各種会議が効率的かつ
円滑に運営できるよう支援する。

事業の対象者 佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第89条、第102条、第109条

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

26,569

　　事業費総額 21,363 20,246 26,982 23,202 26,569
うち佐賀市の
負担額

21,363 20,246 26,982 23,202

活動実績① 単位

本会議、常任委員会の開催回数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

122 106 103 104 96

97 97 100

・活動実績①:今後も本会議・委員会で十分な審議ができるよう支援していく。
・活動実績②:引き続きICTの利活用を推進するなど、議員の議会活動を支援していく。

本会議・委員会等が適正で効率的に運営されていると
思う議員の割合（議員アンケートから抽出）

％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

100 100

活動実績② 単位
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事務事業実績報告シート

25 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和7年度

事務事業名 政務活動費補助事業 事業期間 平成 年度

担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⾧名 出見　秀人

基本事業 議員活動への支援

事業概要・目的
議員の政務調査活動に必要な経費（研究研修費・調査旅費・資料購入費等）の一部として、会派に対し、所
属議員1人あたり月額5万円を交付する。

事業の対象者 佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第100条第14項、佐賀市議会政務調査費の交付に関する条例

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

18,560

　　事業費総額 16,390 16,725 16,834 18,349 18,560
うち佐賀市の
負担額

16,390 16,725 16,834 18,349

活動実績① 単位

政務活動費使用による視察・セミナー等への延べ参加
人数

人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

44 14 147 149 123

88.1 86.7 89.7

①政務活動費使用による視察・セミナー等への延べ参加人数実績について、令和5年12月に九州新幹線問題研究会議員連盟が
九州新幹線整備に関する調査特別委員会へ移行したことで、当該視察分(R5実績:40人)が政務活動費の対象外となり実績数
が減少している。しかし、それ以外の政務活動費での視察等については、前年度よりも実績人数は多く、今後も同様の水準を維持す
る見込みである。
②今後も政務活動費の使途基準等の見直しを検討し効果的な運用を図るなど、議員の活動に寄与するよう努めていく。

各種の支援によって、円滑な議会活動が行われていると
感じている議員の割合

％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

92.9 89.8

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 議会広報事業 事業期間 昭和

基本事業 議会広報広聴への支援

事業概要・目的
市民の声を市政に反映するとともに、市民を代表して市政をチェックする議会の活動を、多くの情報媒体（紙面、イ
ンターネット、TV等）により、わかりやすく市民に伝え、開かれた議会を目指す。

事業の対象者 佐賀市民、市内に住所を有する視覚障害者、市内に住所を有する聴覚障害者

年度

担当部署・係名 議会総務課　議事係 担当課⾧名 出見　秀人

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

・ホームページでの議会情報の発信
・定例市議会のインターネット動画配信
・市議会だより発行（4回）
・点字版市議会だより発行（4回）
・声の市議会だより発行（4回）

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

11,281 12,794 12,759 15,037 14,295

　　事業総額 11,992 13,466 13,474 15,808 15,012

成果指標① 単位

議会情報がわかりやすく伝えられていると感じている人の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

37.5
45 45 45 45

42.7 36.3 41.4 43

成果指標② 単位

各種の支援によって、円滑な議会活動が行われていると感じている議員の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
令和6年度は、より多くの市民に分かりやすく伝えるため、①本会議のインターネット放送の画質向上、②市
議会だよりのレイアウト変更を実施した。成果指標①は昨年度から向上しており、このような取り組みが寄与
したと考えられる。

今後の改善策、対応策等

・議会情報の広報のあり方については、議会広報広聴委員会において常に改善策を検討しており、今後もより開かれた議会を目指
して、広く等しく市民に伝えるよう努めていく。
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